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部会長，副部会長ご挨拶

部会長就任にあたって

部会長　宮越　順二

　このたび，第 27 期放射線安
全取扱部会の部会長に就任いた
しました。今期は部会にとって
大きな変革の年です。部会は，
これまでの 52 年間，主任者部
会として活動を行ってきまし

た。この 4月から日本アイソトープ協会が公益
法人化され，協会の制度改革に伴い，部会の名
称を新たにしてスタートすることとなりまし
た。新しい部会規定では，部会の目的は，アイ
ソトープ・放射線に関する公共の安全・安心の
確保に寄与することです。これらの安全取扱，
管理について知識の普及と技術の向上を図るこ
と，また，放射線障害防止に指導的役割を果た
している放射線取扱主任者の育成と地位向上に
努めることです。新たな気持ちでこの目的の遂
行に努力する所存です。さらに，今期から本格
的な部会評価が行われます。部会活動の公益
性，学術的意義，公開性などが評価対象です。
　折しも，昨年 3月 11 日の東日本大震災に伴
う福島第一原子力発電所事故以来，多くの国民
が“放射線”という言葉に釘付けとなり，今で
もマスコミからは放射線に関する報道がない日
はありません。私は学生時代から放射線に携わ
って 40 年を過ぎましたが，我が国がこのよう
な状況を迎えるとは想像を超えるものでした。
部会員の多くは放射線管理に携わっており，既

に福島県での放射線測定などで，少なからず貢
献をされております。福島第一原発の問題は今
後長期にわたって解決してゆかねばなりませ
ん。部会としては，前述の目的を果たすべく，
放射線の専門家として寄与できることを考えて
いきます。
　私は，これまで主任者部会の法令検討委員
長，企画委員長を務めてきました。これらの経
験を生かして部会長の職務を進めてまいりま
す。ここ数年，新たな危機管理が叫ばれてきて
おり，部会としては，危機管理に対する主任者
の役割を再認識するための議論を継続していき
たいと考えています。また，企画委員会の主要
テーマの 1つとして，教育訓練の向上を進めて
おり，これも継続して，更に発展させたいと考
えています。昨年からは，マスコミの放射線報
道などに関して，特に放射線教育の不足と重要
性を強く感じております。この 5月に岡山市で
小学・中学・高等学校の先生を対象として，中
国・四国支部が中心となり，広島県や岡山県の
教育委員会のご協力と日本アイソトープ協会の
主催を得て，学習指導での放射線教育を実施し
ました。大変好評であり，今後，全国の支部レ
ベルでの実施を考えていきたいと思います。本
務に支障を来してはなりませんが，公益活動に
ご理解を賜り，全国の支部委員や部会員の方々
には，この場を借りてご協力をお願い申し上げ
ます。このことについては，広域にわたる支
部もあり，支部委員の増員も必要と考えてい
ます。
　末筆ながら，今期は，副部会長として，松田
尚樹氏（長崎大学）と上蓑義朋氏（理化学研究
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所）にそれぞれ企画，広報を担当いただき，新
たな本部運営委員の方々と共に，部会の発展に
寄与する所存です。皆様のご協力とご支援を賜
りますよう，重ねてお願い申し上げます。
 （京都大学生存圏研究所）

副部会長就任のご挨拶

副部会長　松田　尚樹

　第 27 期も前期に引き続き副
部会長を仰せつかりましたが，
今期は 4年間お世話になった広
報委員会から，企画委員会に移
籍いたしました。これからも部
会長の宮越先生を支えて，公益

法人化に伴い放射線安全取扱部会として生まれ
変わった部会の活動を，真に生まれ変えさせる
よう微力を尽くしたく存じます。
　昨期は，法改正，施行，そして福島第一原子
力発電所事故など，放射線安全に係わる部会史
上まれに見る激動の 2年間でした。その 2年で
完結したことなど何もなく，改正法の施行に伴
う運用上の種々の問題の解決と国民的放射線ク
ライシスへの継続的対応は，今期にすべて受け
継がれております。そのような状況の中で，放
射線のプロフェッショナル集団として公益性を
生み出す企画とは，活動とは何か，まずは原点
に帰って考えてみることから始めたいと思って
おります。2年間，どうぞよろしくお願い申し
上げます。
 （長崎大学先導生命科学研究支援センター）

副部会長に就任して

副部会長　上蓑　義朋

　第 27 期の副部会長と，松田
尚樹委員長の後を継いで広報委
員長を拝命することになりまし
た。主任者部会とはしばらく離
れていたのですが，第 26 期か
ら広報委員をさせていただいた

後，今期からいきなり重責を担うことになり，
多少戸惑っております。
　日本アイソトープ協会が公益法人化するとと
もに，主任者部会も“放射線安全取扱部会”と
名前を変え，“主任者の地位向上のみならず，
放射線障害の防止と公共の安全，安心の確保に
寄与する活動を行う”と宣言しています。とは
いえ，全国の放射線取扱主任者を横で結ぶ組織
はほかになく，今後も職能団体としての部会で
あってよいと思っています。そのため，広報委
員会が編集している“主任者コーナー”の名前
は変えていません。
　福島第一原子力発電所の事故までは，JCO事
故を除き，放射線施設が敷地外の住民に実質的
な被害を及ぼすということはありませんでし
た。そういう意味で，今までの主任者は，事業
所内だけに目を向けていれば十分だったように
思います。しかし事故後は，一般の方が真剣に
放射線の心配をしなければならなくなりまし
た。このような状況において，主任者は，身近
にいる放射線の専門家として，“公共の安全，
安心”に寄与できる，頼られる存在であってよ
いと思います。内的要因で部会名が変わりま
したが，外的要因も変化を求めていると言え
ます。
　30 年近い前にも主任者部会に加わらせてい
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ただき，主任者試験問題の解答作りなどに励ん
だことを思い出します。しかし当時は，“問題
が不適当”などと，外に向かって文句を言うこ
としか頭になく，それで世の中がよくなると思
っていました。しかしいろいろなことに関わっ
て来てみると，規制当局と私たちとの関係にし
ても，互いに信頼し，補いあうことでしか事態
を改善できそうもないことが分かってきまし

た。そんなことは，多くの方には以前から分か
っていたのでしょうが，私自身としては，今後
常に念頭に置いていたいと思います。信頼関係
が実現できれば，主任者の地位も自然と向上し
てくるのではないかと期待しています。
　取りとめのない内容で大風呂敷を広げてしま
いましたが，ご挨拶とさせていただきます。
 （（独）理化学研究所仁科加速器研究センター）
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　公衆の放射線防護について，2007 年新勧告の基盤となった考え方を示す 2部編成の報告書。
　Part 1 では，公衆の線量という測定しがたいものをいかに推定するか，その考え方を解説。公
衆の防護を具体的に達成するために必要な目安として，線量拘束値の遵守の判断に適用できる“代
表的個人”を定義し，この個人の年間線量を評価するプロセスと多様な方法について説明していま
す。Part 2 では，放射線防護の最適化に関する従来の諸勧告を統合し，今後に向けて展開。2007
年新勧告で“いかなる被ばく状況にも適用されるべき”とされた最適化について，プロセス成功の
基本用件を，現代社会の動向にも配慮した観点から具体的に示しています。
　放射線防護の実務を担う，あらゆる立場の方に必読の書です！
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